
５

ま
す
が
、
と
り
わ
け
「
確
か
な
学
力
・
豊
か

な
心
を
持
ち
、
健
や
か
な
体
の
調
和
の
と
れ

た
」
子
ど
も
に
育
成
す
る
た
め
、
一
人
ひ
と

り
の
子
ど
も
を
、
学
校
・
幼
稚
園
・
子
ど
も

園
・
家
庭
・
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
が
各
々
の
責

任
を
持
ち
な
が
ら
も
、
連
携
し
一
体
と
な
っ

て
、
成
長
を
支
え
、
保
護
者
や
地
域
に
信
頼

さ
れ
、
期
待
に
応
え
る
基
盤
と
な
る
教
育
環

境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
幼
少
期
か
ら
食
を
通
じ
て
郷
土
の

理
解
を
深
め
る
た
め
、
農
・
漁
業
の
体
験
学

習
や
学
校
給
食
に
お
い
て
地
元
産
、
道
内
産

の
安
全
・
安
心
な
食
材
を
使
用
す
る
よ
う
努

め
ま
す
。

　
地
域
の
子
育
て
支
援
強
化
策
で
は
、
幼
稚

園
の
入
園
料
・
保
育
料
及
び
子
ど
も
園
の
保

育
料
の
無
料
化
、
さ
ら
に
預
か
り
保
育
時
間

の
延
長
を
実
施
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
本
年
４
月
よ
り
鬼
鹿
中
学
校
の

生
徒
達
に
と
っ
て
新
た
な
母
校
と
な
る
小
平

中
学
校
が
快
適
な
教
育
環
境
と
な
る
よ
う
配

慮
し
、
鬼
鹿
小
学
校
の
改
築
に
お
い
て
は
基

本
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

　
ま
た
、
高
校
生
の
通
学
定
期
補
助
制
度
を

見
直
し
、
居
住
地
域
格
差
の
な
い
支
援
制
度

と
し
ま
す
。

◆
社
会
教
育
の
分
野
で
は
、
新
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る「
第
６
次
社
会
教
育
中
期
計
画
」

に
よ
り
、「
地
域
を
あ
げ
て
子
供
を
育
て
る

環
境
づ
く
り
、
支
え
合
う
協
働
の
学
び
の
場

づ
く
り
、
芸
術
・
文
化
に
集
う
人
づ
く
り
、

世
代
を
こ
え
て
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
」
を
目
指
し
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
学

習
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
先
人
の
歴
史
や
文
化
を
知
る
郷
土

資
料
等
に
つ
い
て
は
、
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

で
展
示
公
開
や
情
報
提
供
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
が
、
併
せ
て
埋
蔵
文
化
財
資
料
を
保
存

し
て
い
る
施
設
が
著
し
く
老
朽
化
し
て
い
る

た
め
、
既
存
施
設
を
改
修
し
保
存
・
展
示
環

境
の
改
善
を
行
い
ま
す
。

◆
職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い
て
は
、「
役
場

は
役
に
た
つ
場
所
で
あ
れ
」、「
役
人
は
役
に

た
つ
人
で
あ
れ
」
を
、
機
会
あ
る
こ
と
に
徹

底
し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
住

民
の
信
頼
・
信
用
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
組

織
と
し
て
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
よ
り
、
地
方
公
務
員
法
の

改
正
に
よ
る
職
員
の
人
事
評
価
制
度
を
構
築

し
勤
務
成
績
の
評
価
を
行
い
、
よ
り
高
い
能

力
を
持
っ
た
公
務
員
の
育
成
や
住
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
の
ベ
ー
ス
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

◆
国
は
「
地
方
創
生
」
を
促
す
た
め
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
制
定
に
よ
り
、

地
方
へ
の
支
援
を
強
化
し
て
お
り
、
平
成
　２６

年
度
補
正
予
算
で
は
「
地
域
住
民
生
活
等
緊

急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
」
に
よ
り
、
消
費

喚
起
や
地
方
創
生
先
行
型
交
付
金
が
配
分
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
交
付
金
を
活
用
し
本

年
度
１
年
限
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
よ
り
充
実
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発

行
と
、
後
継
者
・
子
育
て
を
す
る
者
又
は
移

住
者
の
定
住
施
策
を
強
化
す
る
た
め
、
本
年

度
創
設
す
る
「
小
平
町
住
宅
新
築
等
助
成
金

制
度
」
の
支
援
内
容
を
拡
充
し
ま
す
。

　
地
方
は
、
特
に
「
生
産
年
齢
人
口
」
や
「
若

年
女
性
人
口
」
減
少
に
よ
り
、
急
速
な
人
口

減
少
を
迎
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
国
の
指
導
に
よ
り
「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
を
本
年
秋
ま

で
に
策
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
事
務
レ
ベ
ル
に
よ
る
「
人
口
減
少
問
題

対
策
本
部
」
や
、
住
民
参
加
に
よ
る
「
町
の

未
来
を
考
え
る
町
民
会
議
」
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
り
、
小
平
町
の
将
来
を
見
据
え
早
急

に
検
討
し
ま
す
。

　
国
は
「
地
方
創
生
」
に
よ
り
、
や
る
気
の

あ
る
志
の
高
い
自
治
体
の
「
地
方
か
ら
の
知

恵
」
を
呼
び
か
け
て
お
り
、「
地
方
再
生
の

チ
ャ
ン
ス
の
機
会
」
と
捉
え
、
雇
用
の
場
確

保
や
少
子
化
対
策
を
重
点
に
、
計
画
的
か
つ

継
続
的
に
実
施
す
る
方
向
性
を
導
き
ま
す
。

上
、
平
成
　
年
度
の
町
政
執
行
に
臨

２７

む
主
な
施
策
を
述
べ
ま
し
た
が
、
本

年
度
を
「
小
平
町
創
生
元
年
」
と
位
置
付
け
、

固
定
観
念
に
捕
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
町
に

と
っ
て
有
効
な
施
策
を
随
時
実
施
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
職
員
一
丸
と
な
り
英
知

を
結
集
し
、
町
民
の
皆
様
方
と
行
政
の
信
頼

関
係
を
築
き
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
人
口
減
少
を
終
息
さ
せ
る
こ
と
は
簡
単
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
民
の
皆
様
方

が
将
来
に
期
待
の
持
て
る
町
を
目
指
し
、
町

づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
町
民
の
方
々
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
目
配
り
」、「
気
配

り
」、「
思
い
や
り
」
を
持
っ
て
各
施
策
に
取

り
組
み
ま
す
の
で
、
議
員
並
び
に
町
民
各
位

の
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
、
町
政
執
行
方
針
と
し
ま
す
。

平成２７年度
町政執行方針

以
お

わ

り

に

そ
の
他
施
策

予 算 額主な施策内容

34，139千円埋蔵文化財収蔵庫建設事業

21，950千円通学バス運行委託

10，236千円鬼鹿小学校改築事業（基本設計委託他）

8，079千円スクールバス購入事業

5，000千円民間賃貸教職員住宅建設事業補助金

4，113千円小学校パソコン整備事業

3，700千円町保有・託児事業

3，600千円旧花田家番屋改修工事

2，330千円食育事業


